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今年度の現地研修は滋賀県で新幹線の止まる駅を持つ米原市を訪問しました。列車の町ら

しく戦時中には列車の防空壕が作られました。また、午後は清流も流れており，伝統的なア

ユ漁も残っている「和ふれあいセンター」で、地域の歴史に触れながら、「人にやさしいま

ちつくり」について学びました。 

私たち滋賀県人にとっては身近な米原を、今回は少し違った角度から研修してきました。 

 

岩脇（いをぎ）列車壕とは？ 

米原市の岩脇山には２つの未完成の列車壕があります。戦後はゴミ捨て場として長く放置

されていましたが、地元岩脇まちづくり委員会の皆様が戦争の悲劇を風化させないためにと

整備保存に努められ現在に至ります。 

 列車壕は、太平洋戦争末期に米原駅の蒸気機関車を空襲から守るために掘られたものです。

米原駅は、北陸線と東海道線の分岐駅であり戦時中は兵士、武器、弾薬を輸送する重要拠点

でした。 

蒸気機関車（避難）壕は２本計画され、戦時中の物資不足の中、火薬・スコップ・ツルハ

シ・トロッコを用い、まさに人海戦術で掘られました。１号壕は１３０ｍで貫通。２号壕は

山の両面から各５２ｍまで掘り進められましたが、ここで終戦を迎えます。 つまり２本と

も一度も使われることはありませんでした。 

 

昼食は旧中山道醒ヶ井宿にある本陣樋口山さんでいただきました。地元で取れたビワマス

の天ぷら等とても美味しかったです。醒ヶ井宿はヤマトタケルの熱を醒ました伝説の湧水

「居醒の清水」がある清流の郷で、その「居醒の清水」を源流とする地蔵川には、梅の花そ

っくりな水中花「梅花藻」が咲き、食後の散策を楽しみました。 

 



午後は天の川の下流にある「和ふれあいセンター」で，地域の伝統的な産業である，アユ

漁を中心に「人にやさしいまちつくり」についてお話を聞きました。そのお話の中で，自分

のことに気が付くことや間違ったことを伝えないことの大切さについて学びました。また、

毎年６月には同センターで「川魚クッキング」が行われ，たくさんの人が訪れています。 今

年は１９日にありました．来年は是非皆さんも参加してみてください。センターでいただい

た子アユの飴炊きはとても美味しかったです。 

 

◇ 参加者の感想より 

○滋賀県に移り住んで３１年になりますが，列車壕という言葉も初耳。まちづくり委員会

の方々から説明をしていただき貴重な体験となりました。醒ヶ井では梅花藻が美しく，

絶滅危惧種のハリヨの姿に心癒されました。天の川で鮎漁をされる方々の暮らしのお話

をうかがい，自分自身の生活もきちんと見直さなくてはいけないと気持ちが引き締まり

ました。 

○今日は見学あり、散策あり、ランチあり，研修ありと一日，本当に充実した時間を過ご

させていただきました。列車ごうでもふれあいセンターでもとてもていねいでわかりや

すいお話を聞かせていただき，大変勉強になりました。初めて見るもの，初めて聞く事

がとても多く今日一日で自分自身がちょっぴり成長できた気がしました。 

 

研修会のお知らせ 

 

◇7 月２６日（火）   じんけんを語る夕べ（ＰＴＡ合同研修会） 

                  話題提供：山﨑真由子さん 

〔場所〕三雲ふれあいセンター 〔時間〕１９：３０～ 

 

◇８月  ３日（水）  Tour2016   ～ヨクアル世界～  

            森 圭一郎さん 

〔場所〕三雲ふれあいセンター 〔時間〕１８：３０～ 

 

◇ ８月２６日（金）  ネットいじめから考える人間関係 

         原 清治さん 

〔場所〕サンヒルズ甲西  〔時間〕１３：３０～ 

 

◇ １０月２７日（木）、２８日（金） 

ＰＴＡブロック別懇談会 

 


